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留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
を
契
機
と
す
る
退
学
等
の
実
態
把
握
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

外
国
人
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
又
は
契
機
と
し
て
、
退
学
、
除
籍
、
休
学
、
転
校
・
転
学
、
帰
国
勧
奨
、
在
留
資

格
更
新
困
難
、
相
談
先
に
つ
な
が
れ
な
い
孤
立
等
に
直
面
す
る
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
妊
娠
し
た
留
学
生
が
「
退
学
に
な

る
」
、
「
帰
国
さ
せ
ら
れ
る
」
、
「
在
留
資
格
を
失
う
」
と
考
え
、
医
療
機
関
、
学
校
、
行
政
、
支
援
団
体
に
相
談
で
き
な
い

ま
ま
孤
立
す
る
こ
と
は
、
母
体
及
び
子
ど
も
の
生
命
・
健
康
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。 

 

二
〇
二
六
年
四
月
、
東
京
都
荒
川
区
で
日
本
語
学
校
に
在
籍
す
る
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
が
、
孤
立
出
産
の
末
、
死
産
し
た
乳

児
の
遺
体
を
「
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
」
押
し
入
れ
に
置
い
た
た
め
、
死
体
遺
棄
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し

て
い
る
。 

 

留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
技
能
実
習
生
等
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
二
〇
二
四
年
に
は
内
閣
衆
質

二
一
三
第
一
三
六
号
、
ま
た
二
〇
二
五
年
に
は
内
閣
衆
質
二
一
七
第
二
一
五
号
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
書
が
出
さ
れ
て
い

る
。
答
弁
第
二
一
五
号
「
二
の
６
に
つ
い
て
」
で
は
、
留
学
生
の
「
妊
娠
や
出
産
を
理
由
と
し
た
不
利
益
取
扱
い
」
に
つ
い

て
、
「
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
具
体
的
な
調
査
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

 

文
部
科
学
省
は
、
大
学
等
に
対
し
、
外
国
人
留
学
生
の
退
学
者
、
除
籍
者
及
び
所
在
不
明
者
に
つ
い
て
毎
月
の
定
期
報
告
を



 

２ 

 

求
め
て
い
る
。
ま
た
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
に
対
す
る
人
権
侵
害
行
為
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
不
適

切
な
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
指
導
改
善
を
求
め
る
旨
の
国
会
答
弁
も
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
は
、
公
立

高
等
学
校
に
お
け
る
妊
娠
を
理
由
と
し
た
退
学
等
の
実
態
把
握
を
踏
ま
え
、
妊
娠
し
た
生
徒
に
学
業
継
続
の
意
思
が
あ
る
場
合

に
は
安
易
に
退
学
処
分
や
事
実
上
の
退
学
勧
告
等
の
対
処
を
行
わ
な
い
こ
と
、
退
学
以
外
に
学
業
を
継
続
す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
等
を
通
知
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
等
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
に
つ
い

て
、
妊
娠
又
は
出
産
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
退
学
、
除
籍
、
休
学
、
転
校
・
転
学
、
帰
国
勧
奨
、
在
留
資
格
更
新
困
難
又
は

所
在
不
明
化
の
実
態
が
、
制
度
別
・
学
校
種
別
に
十
分
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
を
め
ぐ
る

課
題
は
、
教
育
機
会
の
保
障
、
在
留
手
続
、
医
療
ア
ク
セ
ス
、
母
子
保
健
、
多
言
語
相
談
支
援
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
り
、
関

係
省
庁
が
連
携
し
て
早
期
に
相
談
・
支
援
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

妊
娠
・
出
産
を
理
由
又
は
契
機
と
す
る
退
学
・
帰
国
勧
奨
等
に
関
す
る
基
本
認
識
に
つ
い
て 

 

１ 

留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
学
校
が
当
該
留
学
生
に
対
し
、
退
学
、
休
学
、
転
校
・
転
学
又



 

３ 

 

は
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
直
ち
に
在
留
資
格
「
留
学
」
を
失
う
も
の
で
は
な
く
、
在
留
期

間
更
新
又
は
在
留
資
格
変
更
の
可
否
は
個
別
の
事
情
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。 

 

３ 

学
校
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
、
専
修
学
校
の
み
な
ら
ず
、
留
学
仲
介
業
者
、
送
出
機
関
等
に
お
い
て
も
、
留
学
生
に

対
し
て
「
妊
娠
し
た
ら
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
妊
娠
し
た
ら
退
学
に
な
る
」
、
「
妊
娠
し
た
ら
在
留
資
格
を

失
う
」
な
ど
と
説
明
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

既
存
の
周
知
・
相
談
体
制
に
つ
い
て 

 
 

文
部
科
学
省
及
び
出
入
国
在
留
管
理
庁
は
、
留
学
生
が
妊
娠
又
は
出
産
し
て
も
直
ち
に
退
学
、
帰
国
又
は
在
留
資
格
喪
失

と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
休
学
・
復
学
や
在
留
期
間
更
新
又
は
在
留
資
格
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
医
療
機
関
、

地
方
公
共
団
体
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
支
援
団
体
等
に
相
談
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
学
校
、
認
定
日
本
語
教
育
機

関
、
専
修
学
校
又
は
留
学
生
本
人
に
対
し
、
通
知
、
事
務
連
絡
、
手
引
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
多
言
語
資
料
に
よ
り
周
知

し
て
い
る
か
。
周
知
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
名
称
及
び
該
当
箇
所
を
示
さ
れ
た
い
。
周
知
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
理



 

４ 

 

由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


